
新たな医薬品・医療機器産業ビジョンの策定目的

医薬品 医療機器

創薬は、アメリカ・スイスに次ぐ第３位

医療の進歩に貢献する医療機器
を迅速に医療現場へ届ける

世界での売上高を見ると、テルモの１５
位が最高、東芝が１６位

貿易赤字が約6,000億円（2011年）
（輸出金額は約4,809億円）

日本のものづくり技術が医療ニーズに活
かされていない。

我が国を真に魅力のある創薬の
場にすることを目指す
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世界での売上高を見ると、国内トップの
武田薬品工業でも１２位

貿易赤字が約１.６兆円（2012年）
（輸出金額は約3,204億円）

創薬環境の国家間競争が熾烈化

海外製品への依存度が44.4%（2011年）



医薬品産業の将来像（新薬メーカー）

患者ニーズへの対応

事業・人材への投資の充実 海外市場への展開

「革新的な医薬品の開発」
「医薬品の安定供給」
「経済成長への貢献」

「日本発のイノベーションの発信」

研究段階から保険適用段階に至るまでの創薬環境の整備 2



海外市場への
展開

医療機器産業の将来像
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中小・ベンチャー企業
の競争力強化

基礎分野と応用分野、
臨床分野の連携 産業界との密接な

連携

医療現場への
迅速な提供

・優れた医療機器の開発
・医療機器の安定供給

人材づくり

技術革新と
新しいビジネ
スモデルへ
の対応

規制のグロー
バルな調和

etc...



医薬品・医療機器産業の支援を「一丁目一番地に」

日本を世界一の創薬国
にする。

世界のトップ企業を
輩出する。

医薬品・医療機器の
貿易収支を改善する。

医療機器の海外依存度
を３０％以下にする。

医療機器の輸出金額を
２倍にする。（2011年度比）

ＫＰＩと支援施策を組み合わせて取り組み、ＫＰＩと支援施策を組み合わせて取り組み、
これまでとは次元の違う姿勢で、医薬品・医療機器産業の支援を行う。
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＜ 2030年までの目標 ＞ ＜ 支 援 施 策 ＞

基礎研究から保険適用に
至るまでの、各ステージ
への切れ目のない支援施
策を実行

国際展開への積極支援

法律による環境整備
・薬事法
・再生医療新法
・医療法


